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XZL YZ[ 

&1��HÆ\]
�

&$/1��HÆ _̂̀ DmabUs

/1�[\�j-ü/1�[\�j-ü

2-8



4op
�Ou����c31opde"fg)'h�1�:'d/��l��HÆFQi�A k�Ou3jK��xRS>�Kak�1%K��lämnaOuk�lop�fg&qh�1�:'d&��lr�ÖYZmstu&&d)ÜÆ�É�savOk�X3wxa(����yl

z{|��}ä��{1JÉ[\~�{¥Ou[ x/�z{��l
&$&1��%K��HÆRS����mopys

(1��VWxRS m���1��9s
���ä��Ð3lm(''$%Þ/''��s
�;<=>?FGJKLM"FG����'%'''/$*''/'

2-9



Á

�%Ä�ÅÆ�UQxRS�:r�B"�'d&(��1��B"�'d&q��1C�B"�'dq&��

%%'e )'e

ã'e

RS"qf�

(1� �̀'�x�����
�

�

�

($%1r�BRS
�mRS��)'�s�Ód%%)

2-10



($/1��9QxFGJKLM2'()��9���U���]RS���×'�
Áû

L

������ 1�� ¡¢£¤¥¦§̈©�ª«¢¬®̄°±²³´µ¶·¸¹�� 1º»¼ ½� ¡¢£¢¾¿8 À̄»¼ ½� ¡¢£¢¢¾8 ©̈�ª«¢¬®·ÁÂÃ�� 1ÄÅÆÇÈÂÃÉÊ ©̈�¿¿«£¤®̄¥¢ËÌÍÎ³ªÏÐ·

2-11



q178Ñ9:<ÒÓÔÕ;�ÔÖ×ØÙ9ÚÓGÛÜÔp�ÝÞ
ßC9àá\x;<â]��Q1�ã��LäaÐ3TURS{�[\�hij-aJ3l��:w��åæ�¤W¥Ul

q178Ñ9:<ÒÓÔp�ÝÞ

2-12



����
�������� 	
������������������� �� !
"#$%&'()* +$+$,-...-.,/ ��0 1234
5�5�6 7895:;<= >?)* .@.@,@-AB,-C-.

��D��EFEFGHFIJKLMNOPQPQRSTUVWXTYZ[\]^_`abcdef`O
ghijklmnopkqrstuvwtvxyz{|}l~���������tz������t���������z������u�������� ¡�¢£¤u�¥ ¦§¨�©ª�«¬®¯°±z²³´�µ¶·¸¹º�»¼½�¾t���¿�ÀÁ�¹ºÂÃÄtu¡�¢

ÅÆÇÈÉÊËÌÍÎÏÐ

ÑÒÓ�Ô���������¢
2-13



�	
������Ç��������������� 

!"#Õ!$%#Ç&''()*+,-./0)12345635789:;<==>?@ABCDE===FGHI;I;JKLMNO?PQ:RSTUVW;Q:XYZ[\]^P_`Rabcdeff;Zghij;XCk;lmnopRqarsjtuPvwxyz{|}~�XTU

�(�É/����
��	��)�������ÌÍ�(�������7a���;������� ¡¢1£3¤>¥�¦X§?¨?©PlªX«z¬>3N§?¨?©lª©34XTU

®¯°±®²³´µ´¶·¸¹º»¼½¾¿À)ÁÂÃÄÅ�Æ;Ç�ÈÉÊË¿ÌÍÁÎÏÐÑ»�ÒÓÔÉÕÁÖ×ØÂÃÙÚÛÐÄÜ

	
ÝÞß»Îà0áâ»ãäÊË²åæáâ6»¼½ç½²	
ÁèéÊê;�ëÉÊáâ¿�ìíÅîïÙÚÛÐÄÜ

2-14



��������	
��������������������� ! "�#$%%%$%#&

'()*+,)+-./

0

123456789:3;<=>?@3ABCDEFGHIJKLMJ<NOPQRSTUVWXYBZ[G
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技 術 概 要 

技術名称 E-マルチ点検車 担当部署 営業本部 販売事業部 

NETIS登録番号 CG-190025-A 担当者 本徳、山本 

社名等 西日本高速道路エンジニアリング中国㈱ 電話番号 082-532-1436 

技術の概要 １.概要 

近年、インフラ老朽化による安全・安心の観点から、構造物点検の重要性が注目を集

め、全国各所での点検需要が高まっている。 

トンネル点検業務においては、急速に進展するICT、IoT等の技術により、トンネル壁

面のひび割れ・浮き・剥離などの抽出作業の効率化は図られているものの、打音点検で

は技術者の蓄積されたノウハウによる手作業が主体となっており、増加する需要に対

し、技術者の数が追い付かなくなっているのが現状である。 

 これらの点に着目し、従来から培ってきたトンネル点検技術を応用して、より効率的

な打音点検作業を目指すため、本車輌を開発に至った。 

２.技術の内容 

1台で3つのステージを有し、側壁からトンネルセンターまで1台で点検を可能とした

トンネル点検車。下段、中段、上段の3つの作業ステージを持ち、下段・中段は左右2方

向に分離し、上段は旋回可能なステージのため、走行車線(左側壁)、追越車線(右側壁)

の点検切り替え時の手間が少ない。点検時は、点検する壁面側の下段・中段ステージと

旋回ステージ上段の3つの作業ステージを同時に使用することで、側壁からトンネルセ

ンターまでを1台1往路で点検を行うことができます。 

３.技術の効果 

今までの高所作業車の 3倍の点検能力(当社確認)があり、高所作業車 1台を使用して

いた点検作業に比較し、点検時間の短縮ができます。同一面積を点検するに必要な人件

費(必要総人員 24 人⇒13 人)が削減(当社比)され、コスト削減に繋がります。作業ステ

ージの展開・収納やステージの昇降等に動力を使用しないため、機械トラブルの解消に

繋がります。油圧等、特別な動力を使用しないため、高所作業車の対象になりませんの

で点検時等に特別な資格は不要です。 

４.技術の適用範囲 

・トンネルの初期点検や定期点検で実施する近接目視点検や触診・打音点検等 

・2車線断面以下の道路トンネル 

・トンネル高さが、点検車の進入可能な建築限界 4.0m 以上 

～旋回ステージ上段を最大高さまで上げた状態で 7.0m 程度 

・道路の最急合成勾配が 6度(10.5%)以下 

５.導入実績（2020年9月30日現在） 

国の機関 0件（九州 0件、九州以外 0件） 

自治体  0件（九州 0件、九州以外 0件） 

民 間  6件（九州 0件、九州以外 6件） 
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６．写真・図・表 

E-マルチ点検車 格納時 E-マルチ点検車 展開時 

E-マルチ点検車使用状況 後面 E-マルチ点検車使用状況 前面 
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技術名称 フル・ファンクション・ペーブ(FFP) 担当部署 九州支店営業部

NETIS登録番号 ＫＴ－１３００１０－ＶＥ 担当者 松浦勝利

社名等 株式会社ガイアート 電話番号 092-714-6501

技術の概要

国の機関　 79　件　（九州　15件　、九州以外　　64件　）　
自治体　 　164 件　（九州　　4件　、九州以外　160件　）　
民　 間　　　53　件　（九州　　1件　、九州以外　　52件　）　

３．技術の効果

・排水性機能と防水性機能の２つの機能を併せ持っているため、舗装体内に雨水等が浸透せず、
排水性舗装に比べて舗装体内からの破壊の懸念が少なくなります。
・高性能改質アスファルトの使用により、耐流動性と骨材飛散抵抗性に優れています。
・下部防水性機能により凍結防止剤の流出が少なく、凍結抑制機能の持続性が高くなります。
・路面を粗面（縦溝粗面）に仕上げることで、ブラックアイスバーンの解消が図れます。
・縦溝粗面構造により、すべり抵抗性に優れているため、スリップ事故の発生を抑制します。

４．技術の適用範囲

・寒冷地域の冬季路面対策が必要な幹線道路
・坂道や曲線部、トンネル出入り口などすべり抵抗が求められる道路
・寒冷地域の排水性舗装の代替
・排水性舗装路線の交差点部
・橋面舗装の表層

２．技術の内容

５．活用実績（2020年3月31日現在）

排水性舗装は、安全性に優れた舗装として普及していますが、長期間使用されていく中で、タイヤ
のねじり等による骨材の飛散や空隙詰まりが生じて排水性機能が低下したり、排水性舗装体内か
ら下層へ水分が浸透していくために、表・基層界面からはく離が生じ、急速に脆弱化します。このた
め修繕工事では二層以上の打換えが必要となります。また寒冷地においては、舗装体内に残った
水分が夜間に氷結することにより膨張し、舗装体内から破壊する等の不具合も顕在化しています。
このような排水性舗装の問題点を改善するため、フル・ファンクション・ペーブが開発されました。

フル・ファンクション・ペーブは、混合物一層で表面付近は排水性機能，下部はＳＭＡ(砕石マスチッ
ク舗装）の防水性機能を併せ持つ、次世代型の多機能型舗装工法です。この工法はメカニズムを
改良したアスファルトフィニッシャを用いた施工によって、路面のキメ深さを確保できる縦溝粗面に
仕上がり、この縦溝粗面と表面付近の空隙に凍結防止剤が簡単に流出せずに留まることで、塩分
残存率の高い粗面系の凍結抑制舗装となります。さらに、路面のすべり抵抗性も優れています。ま
た当社独自の高性能改質アスファルトを使用することにより、高い耐流動性と骨材の飛散抵抗性が
得られ、排水性舗装の弱点を大幅に改善できる舗装工法です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 
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６．写真・図・表
　　フル・ファンクション・ペーブの構造と機能イメージ

フル・ファンクション・ペーブ混合物の配合試験基準値

      シニックスクリードによる敷均し状況 　　　仕上がり路面の例 (福岡都市高速）

基層

4
cm

～
5
cm

1cm程度
排水性機能

排水

縦溝4cm間隔

防水性機能

排水性効果

ＦＦＰ 密粒ギャップ

大分県九重町

凍結抑制効果
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技術概要

技術名称 サイクルレーン側溝 担当部署 販売促進課

NETIS 登録番号 QS-180021-A 担当者 久保　潮

社　名

技術の概要

インフラテック株式会社 電話番号 050-3000-7157

１．技術開発の背景
　近年、自転車は、環境負荷の低い交通手段として見直され、健康志向の高まりを背
景に、その利用ニーズが高まっている。
　平成24年11月には国土交通省と警察庁より「安全で快適な自転車利用環境創出ガイ
ドライン」が制定され、安全な自転車通行空間の構築が求めれられている。
　「サイクルレーン側溝」は側溝としての集水・排水機能を保ちつつ、自転車の快適
な走行に対する様々な阻害要因を解消した製品である。

２．技術の内容
縁石が側溝上に設置される構造でエプロン幅が狭くなり、集水孔が縁石際に配置され
る側溝。エプロン幅が約200mmと狭く、グレーチングもエプロン幅に収まる。又、ま
たエプロン部の勾配が1.5%と緩勾配となっているが、縁石分離型にも拘わらず、集水
孔が縁石側に配置され水溜りができにくい構造である。

3.技術の効果
・縁石と自転車のペダルが最接近する状態で、タイヤが製品頂版に乗らないように設
計してあるため、通常の側溝と比較して自転車レーンをより有効に活用できる。
・集水部分が孔となっており、スリットと異なり連続しないためタイヤがはまり込む
心配がない。
・集水孔を縁石の側面に設けているため、自転車のタイヤが集水孔にとられることが
なく、縁石の際に水たまりが発生することも極力防止できる。
・グレーチングの一部が縁石の下に収まるため集水能力は従来製品とかわらない。ま
たグレーチング部分が天端のラインからはみ出すことがない。
・縁石が本体と分離しており、車両乗入れ部などの隣接地の状況に柔軟に対応でき
る。

4 .技術の適用範囲
①適用可能な範囲
・排水構造物工、管渠側溝(300、400用)。
・T-25縦断。
・縁石A～Cタイプ、乗り入れタイプも対応。
・排水性舗装対応。
②特に効果の高い適用範囲
・自転車の走行が多い場所(自転車専用道)。
・歩行者の多い場所。

5.活用実績（2019年10月31日現在）（全て九州）
国の機関　4件
自治体　　9件
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縁石分離型
縁石と本体が別になっているため隣接地の
状況に柔軟に対応できます。
(車両乗入れ部など）

集水孔構造
集水孔を縁石にぴったりと寄せて、自転車
走行への影響を極力抑えています。また水
溜まりも発生しにくくなっています。

集水孔による排水
スリットと異なり連続していないため
タイヤがはまり込む心配がありません。

グレーチング部構造
グレーチングの一部を専用縁石の下に収
める構造のため、グレーチング部分が天
端からはみ出しません。

横断勾配1.5％

排水性舗装対応

サイクルレーン側溝を利用して頂くことで今までより安全・快適に利用出
来る自転車レーンになります。

（歩道側） （車道側）

1.5%

自転車レーンの有効幅員
の拡張
路面への製品頂版の露出が少なく、通
常の側溝と比較して自転車レーンをよ
り有効に活用できます。

サイクルレーン側溝

205

製品天端の端を走行すれば
ペダルが縁石にあたりません。

１.縁石と自転車のペダルが最接近する状態で、タイヤが製品頂版に乗らないよ
うに設計してあるため、通常の側溝と比較して自転車レーンをより有効に活
用できます。

２.集水部分が孔となっており、スリットと異なり連続しないためタイヤがはまり
込む心配がありません。

3.集水孔を縁石の側面に設けているため、自転車のタイヤが集水孔にとられる
こともなく、縁石の際に水たまりが発生することも極力防止できます。

4.グレーチングの一部が縁石の下に収まるため集水能力は従来製品とかわりま
せん。またグレーチング部分が天端のラインからはみ出すことがありません。

5.縁石が本体と分離しており、車両乗入れ部などの隣接地の状況に柔軟に対応
します。

●特長
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��������	�OPQ/�WXs� b̂txOP������̂ b}���Y=[\]̂ Y&\�~�1����e$��ìrþ�t6x"�ub���ÅFcU�¯°�úrþ�txRT��I�SY��bt�\�yr�x�������	Y?�[\]̂ `xd����þ��~������_ZX`a\���¡��'(� �̂�¦y�Fx�����b���aSr-�t6&\/]� � �

2-55


	令和２年度　新技術新工法説明会　プレゼンテーション資料【福岡会場】
	目次
	6_[技術概要] コンクリート構造物のクラック自動抽出システム

	[発表資料] KT-130046-V 


	7_[技術概要] 現場用表示システム「Field Board」

	[発表資料] KT-200020-A 


	8_[技術概要] E-マルチ点検車

	[発表資料] CG-190025-A 


	9_[技術概要] フル・ファンクション・ペーブ(FFP)

	[発表資料] KT-130010-VE 


	10_[技術概要] サイクルレーン側溝

	[発表資料] QS-180021-A 




	TOP: 
	ページリンク: 


